
＊　根源へ還る～壮大な宇宙史の統合へと！　＊　　　　

（2012.7.18)　本部No.４　貴　

　 以前からワンネス・メルマをちらちらと読んでいましたが

「天の岩戸開き」を読むと居ても立ってもいられなくなり

地上の自己の不安を尻目にハイアーセルフは

しっかりアカデミー参加の意思表示をしました！

　このように参加をしたわたしですが　最初の個人セッションでは

「自己のミッションは？」
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「今すぐ始められることは？」

「自己の系統について？」

一番関心があったその３点について　まず質問をしていました。

　そこでA i 先生は　

ミッションとは地上の自己とハイアーセルフが決めたこと　であり

「今、人類と地球に何が必要か？

できるできないではなく、やるときにミッションは来る！」

のだということを示されました。

場は自らが創るものであり　

自己がハイアーセルフにつながって　そこから情報を取るのだということ。

参考図書以外の外部情報はもういらない。

並行している過去・未来からも情報は来るし

自己の内にすべてがあるということ。

まずは自己の究極の根源とつながり　神界・天界の関係を理解して

自然界のエネルギーについても理解すること。
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　その後わからないままに　

どんどんご神事にも参加するようになっていました。

その中で　自己とすべての宇宙史の最終としてこの地球に

この時期に　今　地球～太陽系～銀河～宇宙のアセンションに

参加するためにここにいる。

いったん記憶をリセットして来ているが　本来の使命を全うし

根源の故郷に帰ろうとしている。

しかしその故郷は創始であると同時に最新であり

地球～宇宙のアセンションとともに自己もそこへ還るのだということ！

なので今は　愛と光と歓喜のままにこの地上でできる仕事をしっかりする。

同じ志の仲間たちと学びを深めるにつれ　

その気持ちに揺るぎがなくなっているのを感じました。

それは　日本人の中にあるスメラのDNAが起動したと感じた瞬間でした！

　また　各々には系統があるのだということも知りました。

メンバーたちは宇宙の各界代表として集まって来ています。

学ぶこと目指す先は同じですが　各々にしかできないミッションもあり
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宇宙史により感じるエネルギーも多少違ったりしますが　

大元では　はっきりとした宇宙のその源が何なのか　を知っています。

それゆえメンバーは家族のように　信頼と絆で結ばれ

根源では愛と光の元でひとつ　であることを知っています。

ここでは誰もが表現者でもあり　表現するということは

エネルギーを発現することであり　チャネルすることでもあります。

ひとりひとりのそのエネルギーがとても大切になります。

　大きくは　地球～宇宙アセンションとは統合であり

ディセンションして分かれて行ったものをまたひとつに繋ぎ合わせること

でもあり　それは新しい意識で持ってなされるということ。

それは壮大な冒険であり　新しいシフトを地上でも体験し神化し

ただ単に古いものを再生するということではないのです。

つまりは宇宙の神化とは個人の神化でもあるのです。

それこそが　「上にあるがごとく下にも」　ということなのです。

　自己としても意識の統合　

地上といくつものハイアーセルフを統合して　

根源に還って行くということ。
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それが　「内にあるがごとく外にも」　であると知りました。

それが本来の自己に還ることでもあり　地球のアセンションでもあり

これこそがまた　自己と宇宙史をかけた本意であり

新しい宇宙への帰還であると感じています。

　
　そして中今　どんどん地球のアセンションは進んでいます！！

　日々このレジェンドに参加しているという体験は

魂深く真に望んでいたことであり限りない喜びです！

本望に気付けたことに感謝し　

根源の母なる存在に感謝と喜びを表し

これからの本番に向けて

毎瞬　まっさら神聖な状態で臨み　貢献して行きたいです！！
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